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警察官 B（大学卒・高校卒業程度）
申し込み受付期間
５月２０日（月）～６月１９日（水）

※ 詳細は受験案内・島根県警察本

部ホームページをご覧ください。

雲南警察署のホームページです。

こちらからアクセスできます。

是非ご覧ください。

日本には、多くの不法滞在者・不法就労者が存在し
ているとみられます。
治安を悪化させる一因にもなっている不法滞在や不

法就労を防止するために、ご理解とご協力をお願いし
ます。

○ 不法滞在・不法就労の疑いのある者を見つけた場
合は、警察署へ情報提供をお願いします。

○ 事業者の方は、外国人を雇用しようとする際は、
在留カードの有無や就労制限・資格外活動許可の有
無等を必ず確認しましょう。

今年もツバメが南の国から阿用駐在所に帰って来て

くれました。よく巣の位置を覚えてくれているもんだな

～、と動物が持つ方向感覚とその生命力には驚かされ

ます。

また、昨年巣立った５羽のツバメは今頃何処かで元

気に生きているだろうか、とも思います。

このミニ広報紙が皆さんのお手元に回覧される頃に

は、今年生まれた５羽が無事巣立っているでしょう。

１ 過去の災害から学びましょう
災害は忘れたころにやってきます。昔から地域に住

んでいる人などに、過去の経験した災害などについて
聞いてみましょう。

２ 非常持ち出し品を準備しておきましょう
備えあれば憂いなし。非常時に持ち出す最低限の必

需品は、リュックサックに入れ、すぐに取り出せると
ころに保管しておきましょう。

３ 家具の転倒防止対策を行いましょう
過去の大地震では、多くの方々が倒れてきた家具の

下敷きになり、亡くなられています。「家具は必ず倒
れるもの」として固定するなど対策を講じましょう。

４ 避難場所・避難経路を確認しておきましょう
避難場所への安全な経路を確認しておきましょう。

避難する際は、電気のブレーカーを落とし、ガスの元
栓を閉めるなど二次災害の防止に配慮しましょう。

５ 安否情報の確認方法を家族で決めておきまし
ょう
家族が別々の場所にいる場合の発災時の安否確認に

備え、日頃から災害伝言用ダイヤルによる確認方法や
集合場所について、家族と話し合いましょう。

６ 災害情報に関心をもちましょう
災害から身を守るためには、正しい知識を身につけ

ることが重要です。平素からテレビやラジオなどで常
に新しい情報を入手しましょう。

７ 早めの避難を心がけましょう
災害はあっという間に事態が急展開します。津波の

到達時間、避難に要する時間、一緒に避難する家族等
の体力を考え、早めに避難することが大切です。

若者の 「大麻」 乱用急増中！！

近年「大麻には害がない。大麻は安全。大麻
は依存症にならない。」という間違ったイメージ
のせいで気軽に手を出すケースが後を絶ちませ
ん。
大麻を乱用すると、他者や物に対して攻撃的

になる、幻覚幻聴等の影響で自傷行為や交通事
故を起こす等、心身に深刻で様々な悪影響を及
ぼします。
島根県内においても、令和５年は２０歳代の

大麻乱用者が増加しています。

大麻の使用を誘われたら「興味がない」「必要
ない」とキッパリ断りましょう。
誘いが断りづらい雰囲気であれば、とりあえ

ずその場から離れましょう。
誘われて悩んだ時や、また大麻等の薬物につ

いて何か知っている事等があれば、
薬物相談電話 ☎０８５２－２７－４６９７

までご連絡ください。

「大麻」 の使用を誘われたら…


